












































　○ 「羅源帖」2～ 18（1・15は原缺、早稲田大学図書館 2・
18、大東文化大学図書館 3～ 14・16・17）（1875年
9月 3日～ 1876年 8月 22日）・・筆談数 76回。
　○ 「丁丑筆話」1～ 7（頼政神社 1～ 6、大東文化大学図
書館 7）（1877年 7月 7日～ 12月 31日）・・筆談数 90回。
　○ 「戊寅筆話」1～ 26（24は原缺、大東文化大学図書
館 1～ 5・7～ 14・16～ 23・25・26、実藤恵秀抄本 6・
15）（1878年 1月 2日～ 12月 15日）・・筆談数 169回。
　○ 「己卯筆話」15、16（1～ 14は原缺、大東文化大学
図書館 15、実藤恵秀抄本 16）（1879年 12月 12日～
12月 31日）・・筆談数 9回。
　○ 「庚辰筆話」1～ 9（早稲田大学図書館 6・8・9、大
東文化大学図書館 2・3・5・7、実藤恵秀抄本 1・4）（1880








　○ 「桼園筆話」1～ 17（早稲田大学図書館 2・7～ 9・
11～ 17、大東文化大学図書館 1・3～ 6・10）（1880
年 5月 10日～ 1881年 10月 13日）・・筆談数 241回。
　○ 「韓人筆話」1（大東文化大学図書館）（1880年 8月



















―＜大河内文書＞前言」、羅源帖 2～ 11、第 2冊に羅源帖
12～ 18、丁丑筆話 1～ 4、第 3冊に丁丑筆話 5～ 7、戊
寅筆話 1～ 8、第 4冊に戊寅筆話 9～ 18、第 5冊に戊寅
筆話 19～ 26、己卯筆話 15、16、庚辰筆話 1～ 3、第 6
冊に庚辰筆話 4～ 9、桼園筆話 1～ 4、第 7冊に桼園筆話
5～ 14、第 8冊に桼園筆話 15～ 17、韓人筆話、書画筆話、
附録一「《大河内文書》佚存一覧表」、附録二「《大河内文書》
細目」、附録三「筆談者小伝幷索引」が収録されている。
　王宝平教授の前言には「大河内文書」の内容と価値、あ
るいは研究状況などについて詳細に記述してあり、また巻
末の「筆談者小伝幷索引」はこの浩瀚な「大河内文書」を
検索する上で非常に便利である。ただ惜しむらくは、この
索引は筆談当事者の名前だけを対象とし、会合に出席して
はいるが筆談を残していない人物、会合で話題に上った人
物の名が取り上げられていないことである。
　本書の出版が最後の追込みを迎えていた 2016年 4月、
早稲田大学の特別研究期間制度を利用して浙江工商大学東
方語言文化学院に滞在することとなった筆者は、「大河内文
書」に登場する人名すべてを取り上げた索引があれば便利
であると意見を述べたものの、編集作業の一端を垣間見て、
索引作りが如何に大変な作業であるのかを知り、筆談者の
みの索引も止む無し、否、その方が思わぬ発見もあり、かえっ
て本書を利用する楽しみも増すであろうと思うに至った。
　いずれにしろ「大河内文書」の筆談記録は、当時の文化
人たちが、実に多岐にわたる話題について、率直な感想を
書き記したものであって、汲めども尽きない味わいがある。
本書の出版によって、明治前期の日中韓文化交流の研究が
一層進展することを期待して止まない。
【図版】
王宝平氏提供
（図 4）『日本蔵晩清中日朝筆談資料　大河内文書』全体写真
（図 5）大河内輝声と羅雪谷のトイレをめぐる筆談（406 頁）
（図 6）大河内輝声が初代公使何如璋を初めて訪ねた際の筆談（1351 頁）
